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CA3ではCA1程の大きな変化は認められなかった。 
【結論】 
本研究結果は、母子分離が脳発達早期における海馬の特にCA1領域のBDNF-ERK
シグナルを低下させる事を示している。また、BDNF-ERKシグナルは脳発達期
における樹状突起スパイン形成に重要なシグナルである事から海馬CA1で認め
られた成熟スパインの低下はこのBDNF-ERKシグナルに一部起因していると考
えられる。 
 
